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津波に対する岩手県漁業地域のレジリエンス向上に
向けた取り組みについて
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図－１

図ー１　堤外地の概念図

図－２－１ ２－３
図－３－１ ３－３

図ー２ー１　漁船の流失・損壊

図ー２ー２　養殖施設の流失・損壊

図ー２ー３　漁港施設の倒壊・損壊
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図ー３ー１　漁船の復旧状況

図ー３ー２　サケふ化場の復旧状況

図ー３ー３　完成した大船渡魚市場（高度衛生管理型）

図－４－１ ４－３

図ー４ー１　音部漁港の復旧前後の写真
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図ー４ー２　山田町大浦漁港海岸防潮堤等の
復旧状況　　　　

図ー４ー３　宮古市音部地区の高台団地
　　　　　　　（漁業集落防災機能強化事業）
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る沖出しを行っており、新聞報道5)によると

被災三県で約1,100隻の漁船が沖出しを行い、

30人弱が転覆などによって亡くなっている。

2013年に岩手県が県内24漁業協同組合を対象

として行った漁船避難の実態調査においても、

津波による漁船の転覆や漂流の危険を知りつ

つも約400隻の漁船が沖出しを行っており、こ

のうち数隻が津波の犠牲となっている。津波

常襲地域である三陸沿岸は、近い将来にも津

波が襲来することが想定され、リアス式湾の

地形特性や三陸の漁業を反映した漁船避難の

ルールを早急に作成し、漁業者へ周知するこ

とにより、防災・減災対策を進めることが急

務である。このようなことから、本県では、

平成29年度から漁協が漁船避難ルールづくり

に着手しており、津波シミュレーションによ

る避難海域の設定などを県が支援しながら、

これまで５漁協でルールが作成されている。

漁船避難ルールづくりの方法については、

既往の研究で明確に示されたものはなく、ま

たガイドラインにも明記されていないが、片

田ら6)の研究やガイドラインに記載されている

漁船避難の考え方の一部を参考として検討し、

図－５に示すフローによって行った。

ルールを作成した５漁協全てで地震発生時

に漁業者が陸上にいる場合には、「漁船を沖出

ししない」としているが、地震発生時に操業

中（航行中を含む）の漁船の避難については、

漁港に戻るのか、あるいは沖合の安全な海域

（以下、「避難海域」という。）に避難するのか

の判断が、操業海域や津波到達までの時間、

津波警報等の情報を入手するまでの時間、漁

船の速度などによって異なってくる。また、

ガイドラインに記述されている方法に従って

算定した避難海域は、水深200ｍを越える大水

深となり、操業海域から１時間以上の移動時

間を有するなど現実的ではないといった問題

が生じた。

避難海域の設定については、東日本大震災

の際に沖出しした漁業者（２漁協の漁業者）

へのインタビュー調査により、実避難海域と

東日本大震災の津波シミュレーションにより

算定した最大津波流速との関係を分析した。

その結果、図－６に示すとおり、ガイドライ

ンに示されている「船速の1/5以下の津波流速

となる海域を避難海域とする」について、最

大津波流速が船速の1/2.5程度の海域でも避難

海域として設定できるものと示唆された7)こと

から、各漁協のルールづくりにおける避難海

域の設定方法として、このやり方を取り入れ

ている。

なお、インタビュー調査をした漁業者全員

が、避難する途中及び避難した海域において、

漁船の操船の困難さや転覆の危険をほとんど

感じなかったと回答している。

 

ステップ１ 

(No1) 

漁港・漁場・漁船に関する資料、津波に関

する資料など、ルール作成の基礎となる資

料を収集整理する。 

ステップ１ 

(No.2) 

過去の津波来襲時の行動などについての情

報を、アンケート調査等により整理する。 

ステップ２ 

(No.1) 

避難海域に求められる条件に基づいて、津

波シミュレーションの結果から津波の高さ

ごとに避難海域と避難ルートを考える。 

ステップ２ 

(No.2) 

考えた避難海域・避難ルートにより実際に

漁船を航行させる実証試験を行う。 

ステップ３ 

(No.1) 

津波の高さごと、操業場所ごとに、津波来

襲時にとるべき行動、判断基準など、ルー

ルを漁船の大きさ別に考える。 

ステップ３ 

(No.2) 

意見交換会などを開催し、漁業者の意見を

確認しながら、漁船避難ルールをまとめる。 

図ー５　漁船避難ルールづくりのフロー 図ー６　斜め流れに対する保針限界7)
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図－７

図－８

図ー７　東日本大震災の際の大船渡地域の水産業
再開に向けた各施設の復旧曲線

図ー８　震災前の月別水揚げ量に対する震災後の
月別水揚げ量比率　　　　　　

図－７

図－８
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図－９

図ー９　受注者側のマッチングシステムの構築
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